
0

平成２１年６月２３日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

国道１７号
綾戸バイパス

資 料 １ － ２

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２１年度第１回）
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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県

国道１７号

綾戸バイパス ⑤

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：再評価
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区 間 ： 自）群馬県渋川市上白井

区 間 ： 至）群馬県沼田市岩本町
計 画 延 長 ： ２．３ｋｍ
幅 員 ： ２５ｍ
道 路 規 格 ： 第３種第２級
設 計 速 度 ： ６０ｋｍ／ｈ
車 線 数 ： ４車線
事 業 化 ： 平成４年度
事 業 費 ： 約１６４億円
計画交通量 ： 17,600～17,900台／日

 

綾戸バイパス
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（1）目的

ぐん ま け ん し ぶ か わ し か み し ろ い

ぐ ん ま け ん ぬ ま た し い わ も と ま ち

・災害に強い道路整備
・関越自動車道等周辺道路における交通規制時の代替路としての機能確保

位置図

橋梁部

位置図

至新潟

至 東京

【標準横断図】

（2）計画の概要

一般部

トンネル部

１．事業の目的と計画の概要

※データはH17センサス値

（ ）は混雑度

20,279台/日（1.13）
※
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平成４年度 事業化

平成８～１４年度 現道部の防災対策実施

平成１６～２０年度 調査設計推進
設計説明会開催(平成20年９月)

平成２０年１１月 新たな交通需要推計の見直し（全国交通量）
事業評価手法の見直し

平成２１年３月３１日 費用便益費（Ｂ／Ｃ）の点検結果について公表
点検結果 Ｂ／Ｃ＝０．９（０．９４）

平成２１年度 事業執行を当面見合わせ

△現在の状況

△ 防護ネット

▽ ロックシェッド、ロックボルト

国土交通省HPより

２．事業の経緯
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コスト縮減により、事業費を１６４億円から１５６億円に縮減（約８億円の縮減）

■車道幅員（下り線）の見直し
［トンネルの場合］

〔見直し概要〕
・下り線について、道路幅員の見直し（幅員 W=3.50m → W=3.25mへ縮小）を行い、トンネル、橋梁、土工の工事量
などを削減。

4

縮減額：４．２億円

8000

500 3500 3500 500

7500

500 3250 3250 500

＜変更前＞
A=約56㎡

＜変更後＞
A=約52㎡

トンネル断面積
約４㎡縮小

３．コストの見直し（１） －車道幅員の見直し－
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■トンネル掘削断面の見直し
＜縮減面積＞
掘削断面積 約52㎡ → 約51㎡(下り線)

約56㎡ → 約55㎡(上り線)

〔見直し概要〕
・トンネル技術基準の改訂（H20）により、トンネル内の煤煙排出量が低減され、ジェットファンの設置が不要となった。
・このため、上半単心円断面から上半３心円断面に変更し、掘削断面を縮小（約１㎡）する。
※車道幅員の見直しによる掘削断面縮小は含まない

縮減額：１．９億円

トンネル掘削断面縮小（約1㎡/m）

道
路
中
心

ト
ン
ネ
ル
中
心

6
6
0
0

6
3
2
4

変更前（上半単心円断面）

変更後（上半3心円断面）

掘削断面縮小部分

トンネル掘削断面積

約１㎡縮小

３．コストの見直し（２） －トンネル断面の見直し－
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■橋梁上部工面積の見直し
＜縮減面積＞
橋梁縮減面積 242㎡

〔見直し概要〕
・交差点の位置を東京方面に移動することで視認性を確保し、加速車線を省略。
・このため、橋梁上部工面積を縮小（242㎡）する。
※道路構造令第１９条（視距等）より、設計速度60kmの場合、視距は75m以上とする。

縮減額：１．６億円

３．コストの見直し（３） －橋梁構造の見直し－

＜変更前＞ ＜変更後＞

綾戸第１橋梁 綾戸第２トンネル綾戸第２トンネル

トンネル坑口～交差点中心
約81m

トンネル坑口～交差点中心
約67m

ア
ク
セ
ス
道
路

第１橋梁 第２トンネル

上り線

第１橋梁 第２トンネル

利根川

利根川

利根川

利根川

至

沼
田

至

東
京

至

沼
田

至

東
京

下り線

上り線

下り線

ア
ク
セ
ス
道
路

ア
ク
セ
ス
道
路

ア
ク
セ
ス
道
路

加速車線の省略

綾戸第１橋梁
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◆４車線一括整備から『段階整備』へ計画見直し

○国道１７号綾戸地区においては、急峻な地形による落石災害等が発生している
状況にあり、防災上の観点から、早期に綾戸バイパスを現道の代替路として整備
し、抜本的な対策を講ずる必要がある。

○このため、４車線一括整備から『段階整備』へ事業計画を見直し。

○現道車線数と同様の２車線での整備を先行し、現道の代替路としての機能を
早期に発現させることで、当該地区の交通の安全確保に努めるものとする。

○なお、４車線化整備は、暫定２車線開通後の交通状況等を総合的に勘案し、
実施する。

４．事業計画の見直し
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注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

※Ｂ／Ｃ算定に用いた費用（Ｃ）の事業費は、主な費用の支出が基準年以降であるため、現在価値化により減少。

※段階整備については、暫定２車線整備をＨ２８年度完成、その後交通状況や周辺事業の進捗状況の確認、整備方針検討、

設計・施工計画の検討などに５年を要し、H３４年度から工事着手し、H３９年度内の完成と想定。

注２）費用及び便益額は整数止めとする。

注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

■■事業全体事業全体

５．費用対効果

便益便益((ＢＢ))
時間短縮 経費減少 事故減少 総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）１０４億円 １３億円 １１億円 １２８億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

１．０４
１１６億円 ７億円 １２３億円

便益便益((ＢＢ))
時間短縮 経費減少 事故減少 総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）１０４億円 １３億円 １１億円 １２８億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

１．１４
１０６億円 ７億円 １１２億円

■■残事業残事業

基準年：平成21年度

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、○費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、コスト縮減コスト縮減（約８億減）、事業計画の見直し（（約８億減）、事業計画の見直し（段階整備）段階整備）
を考慮して算定を考慮して算定

○３便益に加え、多様な整備効果を加味して評価することも考えられる。○３便益に加え、多様な整備効果を加味して評価することも考えられる。
（Ｂ／Ｃ＝１．０４＋（Ｂ／Ｃ＝１．０４＋αα））
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■■事業全体事業全体

５．費用対効果

便益便益((ＢＢ))

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
１０１億円 １４億円 １３億円 １２８億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

０．９４
１２８億円 ８億円 １３６億円

《《参考：Ｂ／Ｃの点検結果（参考：Ｂ／Ｃの点検結果（H21H21年年33月）月）》》

基準年：平成20年度
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安全確保に必要な道路・地域の活動を支える道路として、地元は事業継続を要望

○知事定例記者会見（ ４月１日）
「県民の安全確保のためにも、このバイパスは道路防災対策とし
て必要」

○知事意見（公文書）（４月７日）
・県民の安全確保のためには、本バイパスが必要であることから、
事業費の縮減・見直し等によるコスト縮減を図り、事業継続、
推進されたい。

群馬県HPより

６．地元の要望（１）
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安全確保に必要な道路・地域の活動を支える道路として、地元は事業継続を要望

○綾戸バイパス事業継続要望（ ４月３０日）
【渋川市長・沼田市長・渋川市議会議長・沼田市議会議長】
落石の危険やカーブが多く見通しが悪いことによる交通の安全の確保は、関係地域の大きな課題。事業継続と推進を。

６．地元の要望（２）
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現道では急峻な地形により、落石災害等が発生。安全・安心を求める地元要望は大きい

■現道の災害による通行止め
・平成８年以前は、落石災害等が多発

写真 防災対策の状況
（左：ﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ,ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ、右：防護ネット）

(昭和62年9月11日 報道)

■現道の防災対策
・平成８年度より平成14年度まで
現道の防災対策を実施
・防災対策に約５０億円の予算を投入

■災害の発生状況（Ｓ３７～Ｈ２０）

＜期待される効果＞
・綾戸バイパスの整備により、落石等による災害の回避が可能になるため、道路利用者の不安を解消
する効果も期待される。
・なお、バイパス整備による防災性の向上で、現道防災対策に係る維持管理費用は、約５０百万円／年の縮減が可能と試算される。

災害内容 回数 凡例

落　　　石 55

法面崩壊 3

土砂流出 2

合　　　計 60回

災害発生履歴（S37～H２０）

雷雨で土砂が流出し不通となった国道１７号

７．期待される効果（１） －安全・安心の向上（災害）－
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現道では線形不良が要因と考えられる重大な交通事故が発生

■事故の発生状況（Ｈ７～Ｈ２０）

＜期待される効果＞
・綾戸バイパスの整備により、線形不良が解消され、重大な交通事故の低減（回避）が可能になるため、
道路利用者の不安を解消する効果も期待される。

件数 凡例
9
5

4

7その他

交通事故発生履歴（H７～H２０）
事故内容

自動車どうしの追突

合　　　計 ２５件

自動車どうしの正面衝突
自動車どうしのすれ違い時の接触

過去にはこのような過去にはこのような

大事故も発生している大事故も発生している

◆見通しの悪いカーブ区間のトンネルで起きた

観光バスとダンプカーの衝突事故現場

（S62年5月14日 報道）

見通しの悪いＳ字カーブ

７．期待される効果（２） －安全・安心の向上（事故）－
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関越道は霧や雪により通行止めとなるため、綾戸バイパスは代替路の役割を果たす

＜関越道の通行止めの状況＞

・綾戸バイパスに並行する関越道(昭和IC～赤城IC)は、毎年、濃霧・積雪による通行止めが発生

濃霧, 73.6%

積雪, 18.3%

事故, 4.8%

その他※,
3.2%

通行止めの約９割が、
濃霧・積雪によるもの

図 関越道(昭和IC～赤城IC)通行止め要因(H13～H16合計)

※その他は、工事、火災、地震等

７．期待される効果（３） －関越道通行止め時の代替路－

綾
戸
バ
イ
パ
ス

R17へ迂回

R17へ迂回

昭和I.C

赤城高原S.A

沼田I.C

月夜野I.C

赤城I.C

渋川伊香保I.C

至 東京

至 新潟

関
越
自
動
車
道

＜期待される効果＞
・関越道の通行止めの際に代替路として機能する効果も期待される。
・関越道が通行止めになった場合の迂回交通量を推計し、綾戸バイパスの３便益（時間短縮、経費削減、 事故減少）を試算（便益０．４
億円増） ※迂回交通量 関越道→国道17号１２，５００台

■濃霧、積雪による通行止め時間

・濃霧、積雪による通行止めは、年間約５２時間(２日間に相当）

（関越道 昭和IC～赤城IC間の通行止め時間 H11～H20の平均値）
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休日交通量の多い地域で来訪者（道路利用者）を支援（利便性の向上）

 旅行速度（H17 センサス）

85.9

45.6

81.3
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交通量（H17 センサス）

25,185

20,279
22,381

32,145

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
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（
台
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日
)

平日
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■利根沼田地域の主な観光資源

＜期待される効果＞
・休日交通量の多い地域で来訪者（道路利用者）を支援（利便性の向上）
・綾戸バイパスの周辺地域は、観光地が多く休日交通が平日交通より増加するため、平日の便益に平日休日比を乗じて休日の便益を試
算（便益約１．７億円増）

■対象路線の平日休日交通量、旅行速度

・利根沼田地域は観光地が多く、休日に

来訪者が多い。
利根沼田地域

綾戸バイパス

－主な観光資源－
・猿ヶ京温泉 ・赤城山

・水上温泉 ・谷川岳

・宝川温泉

・老神温泉

・片品温泉

７．期待される効果（４） －休日交通の支援（利便性の向上）－
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（1）事業の必要性等に関する視点

（2）事業進捗見込みの視点
・平成21年３月のＢ／Ｃ点検結果に伴う、事業執行見合わせ後、地元から安全確保の観点から

意見や要望が寄せられており、事業実施に地元の理解と協力が得られると考えられる。
・平成21年４月１日 県知事定例記者会見（コストを縮減し事業継続するよう国に要望する）

・平成21年４月７日 県知事から公文書（コストを縮減し事業継続・推進されたい）

・平成21年４月30日 渋川市長・市議会議長、沼田市長・市議会議長から事業継続・推進要望書

・綾戸地区は、急峻な地形のため落石等の災害及び線形不良等を要因とする交通事故が発生。

・評価対象区間と並行する関越自動車道は、濃霧及び積雪による通行止めが毎年発生しており、

関越自動車道通行止め時の代替道路の確保が必要。

・地元（自治体など）は、「安全確保のためにも必要な道路」として事業継続を要望。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．０４である。

（3）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
○コストの見直し

①車道幅員の見直し（-約４億円）

②トンネル断面の見直し（-約２億円）

③橋梁構造の見直し（-約２億円）

○事業計画の見直し

・防災の観点から、早期に２
車線整備を行い、その後、交
通状況を勘案し４車線整備を
行う。

○期待される効果
①災害・事故の回避【安全・安心の

向上】

②関越道通行止め時の代替路

（＋０．４億円）*1

③休日交通の支援【利便性の向上】

（＋１．７億円）*1

８．論点

*1：「期待される効果」の（ ）は、供用後５０年間の便益額として試算した値（参考値）


